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（構成する）、 « de manière organisée »（組織






















































































































































































賛するのにふさわしいのは [...] 」（ℓ. 9）。それから彼は自分の演説をゾラの「作品および人
生の誠実な再現」（ℓ. 10）に向けることを望むと述べる。しかしながらアナトール・フラン


















































































































































































































































































































































































































































































































































































を得て実現した。この場を借りて謝意を表する。（Cet article a été réalisé en collaboration avec Madame Camille 
Thibault, professeur de lettres modernes au lycée des Glières à Annemasse en Haute-Savoie. Je tiens ici à la 
24
法政大学教育研究第九号

























10　筆者は 2015 年 11 月 2 日から 4 日まで、グリエール高校（注上参照）において高 1 と高 2 の国語の授業を合計
11 時間見学した。








14　原語で « Question sur corpus ».
15　この課題はかつて「総括」（原語で« Synthèse »）と呼ばれていた。
16　原語で « Commentaire ».
17　受験者はテクスト分析のために必要な知識を高校の授業で身につけている。
18　原語で « Dissertation ».
19　以下は授業見学記録に基づく（注10参照）。




23　原語で « Plan thématique ».
24　原語で « Plan analytique ».




























・L’écume des lettres, Français seconde, livre unique, Hachette, 2011（高校国語教科書）
・ 細尾萌子、「第3部第1章　バカロレア試験制度」、『フランス教育の伝統と革新』、フランス教育学会編、大学教育
出版、2009年、pp. 152-160
